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一般会計66億4919万円の歳出決算を認定
一般会計歳出

２

　9月定例会に提案された令和5年度一般会計をはじめ、特別会計17億円、事業 会計18億円の歳出決算を認定しました。

５年度
決算

令和

一般会計歳入

歳入総額
70億3255万円

100％
  
 自
主

財
源

19.6％　　　　

　
　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　
　
　
　
　

その他
3億1974万円

4.5％

繰越金
3億1836万円

4.6％

町税
4億6122万円

6.6％

地方譲与税等
2億5897万円

3.7％

地方交付税
36億206万円

51.2％

町債
4億8990万円

7.0％

国庫支出金
4億9538万円

7.0％

県支出金
8億1649万円

11.6％

諸収入
2億7043万円

3.9％

山里Loadにちなん事業委託
移住促進の一環として、空き家を借り上げ移住希望

者へ貸出可能な住宅を2戸整備。

地域子育て支援
子育て支援センター、放課後児童クラ

ブ、在宅育児世帯のサポートなど支援を

行い、延１万人超の利用者。

塵芥処理事業
町内の一般廃棄物処理を清掃センターに

委託、併せて不燃物処理と最終処分等の

負担金を西部行政管理組合に拠出。

芝生化工事
野外イベント広場を芝生化

にしたことにより、交流の

場としての役割が増した。

公設消防団及び自衛消防団の訓練

や設備、器具の充実。

日野上分団が西部地区操法大会に

おいて、見事優勝。

集落営農組織や意欲ある農

業者に対し支援。

その他　中山間及び多面的機能支払交付金　２億8755万円

　　　　地籍調査　1億1842万円　林道整備及び管理　2515万円　など。

歳出総額
66億4919万円

100％

総 務 費
  10億 5410万円

     15.9％

民生費
11億13万円

16.5％

衛生費
10 億6538万円

16.0％農林水産業費
12億5605万円

18.9％

災害復旧費
1051万円
0.2％

教育費
4億4923万円

6.8％

消防費
1億3904万円

2.1％

土木費
5億7985万円

8.7％

商工費
1億6253万円

2.4％

議会費
6381万円

1.0％

公債費
7億6856万円

11.5％

一般会計歳出の推移　5年間

80
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65

60

（億円）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年

73
億
1
5
8
7
万
円

77
億
3
3
1
7
万
円

75
億
2
6
5
4
万
円

71
億
5
8
3
6
万
円

66
億
4
9
1
9
万
円

会　計　別 歳入総額 歳出総額
一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　

70億3256万円

6億4350万円

9億9238万円

4878万円

1億0076万円

2245万円

2万円

66億4919万円

5億9334万円

9億3106万円

4878万円

9596万円

1627万円

2万円

各会計別の決算額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億6964万円
187万円

1億8259万円
1億7952万円
12億8198万円

2453万円

1億3808万円
9701万円

1億6053万円
9014万円

12億4382万円
1億0751万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

鳥取県西部町村情報公開・個人
情 報 保 護 審 査 会 特 別 会 計

非常備消防
管理運営事業

４事業により農機具の
購入を支援

おっさんが教えちゃぁわ
　　　　　　　　　　　（財政用語歳出編）

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

町の総括的な事務、財産管理に使われ

ます。

社会生活の安定に必要な経費。障がい者、

高齢者、児童の福祉などに使われます。

健康や生活環境の改善を目的に使われ

ます。集団検診やごみ処理など。

農林水産業の振興や農道、林道の整備

に使われます。

商 工 業 や 観 光 の 振 興 な ど に 使 わ れ ま

す。

道路や河川などの社会資本整備に使わ

れます。

消防や火災予防など災害対策に使われ

ます。

学校教育や社会教育などの事業をする

ために使われます。

大雨や暴風、地震などの災害により被災し

た施設を復旧するために使います。

事業を行うときに借りたお金(元金、利

子、手数料)の返済に使われます。

  
  
 1

3
億

69
75
万円
　　　　　

　

　
　
　

　※表示金額は、千円以下を四捨五入で表記しています。

3385万円

2673万円

2億0559万円
1783万円

2447万円

2660万円
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５年度決算

昨年度はどんな事業をしたの?
５年度決算

文化センター芝生化

【健診の受け入れ】
問　協会けんぽの職場健診の受け入れはしていたか。要望があれば受け入れできるのか。
答　雇入れ時健診や予防的なものはあったが、労働衛生に基づく定期健康診断の要望は
　　なかった。受け入れるには外来患者との動線の分離、結果の判定・報告が必要。将
　　来的に受け入れを検討する。

【就職支度金】
問　職員就職支度金の説明を。
答　看護師・薬剤師等が就職する際に病
　　院から100万円貸付する。5年勤務
　　により返済が全額免除になる。現在、
　　10人に貸し付けている。

日南病院（健診受け入れ・就職支度金）

除雪

公用車活用

人工透析患者通院助成

園小中一貫教育（家庭教育支援チーム）

介護給付費準備基金

令和５年度に実施した各諸事業について質議を行いました。

医
療
、
福
祉
、
教
育
、
生
活
支
援

日南病院待合室

９月29日に実施した芝生化１周年式典

５年度
決算

令和

産後ケア事業
決算を
チェック

①

問　住民がプロジェクトチームをつくり行っ
　　た特筆すべき事業である。町長の評価や
　　反省点は。
答　住民が加わり主体性を持って取り組めて
　　よかった。多くの方に活用してもらうの
　　が大切。

　令和6年度には、鉄筋アートやガラス壁画
などのイベントも開催している。

問　11月の降雪時になぜ除雪しなかったのか。
答　11月は除雪委託対象外。必要時は町が除
　　雪する。なお、昨年11月は要望がなかった｡

問　町所有バスを住民団体も借りられるのか。
答　町内団体の利用も可能。
※町有バス使用基準（抜粋）
●地域まちづくり協議会・住民主体の各種団
　体（老人クラブ、グランドゴルフ等）にマ
　イクロバスのみ無償で貸し出す。
●運転手、燃料代は利用団体で対応。
●概ね片道100㎞以内で日帰り、年1回に限る。
●バス使用日が重なったときは、町を優先と
　する。

問　日野病院での人工透析患者受け入れ
　　体制は。
答　患者の８割は日野病院に、２割は米
　　子の医療機関に通院。日野病院はこ
　　れ以上の受け入れは困難。

問　基金をどういうところで利用しよう
　　と考えているのか。令和5年度中に
　　制度上の運用方法も含めて検討したのか。
答　事業体を中心に介護を継続していく
　　体制づくりに利用する。条例に定め
　　られた用途で運用する。

問　産後ケアの取り組みは。
答　5年度は予算化したが実績がなかっ
　　た。6年度は母子の心身のケアや育
　　児のサポートなどきめ細かい支援に
　　取り組む。

※産後ケア事業には、
   ①「宿泊(ショートステイ)型」
   ②「通所(デイサービス)型」
   ③「訪問(アウトリーチ)型」がある。
　いずれも母子で利用できる。

問　家庭教育支援チームの目的、活動内容は。
答　目的は、子育て世帯支援。
　　毎週（水）15：00～中学校交流教室奥で、
　　保護者の交流や相談の場（居場所）を26回
　　開催。延べ69名が参加。参観日の後など臨
　　時の開催もして、延べ84名の参加があった。
　　家庭訪問（年長児、小学1年生の全世帯）
　　も実施。講演会もしている。
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〝決算審査〟ってなに？
　決算審査では、監査委員が審査した決算書や主要施策の成果の説明書を元に、
町の予算が適切に使われたか、目的とする成果が得られたなどを振り返ります。
決算審査での疑問や意見などは、今後の予算編成や町政へ生かされます。

本会議 決算審査特別委員会 本会議

監査委員が審査した
決算書などを町長が提出

決算審査特別委員会
の設置

決算審査特別委員会
へ審査を付託

課ごと、特別会計ごと
の決算を審査

討論・採決

委員長から審査の結果と審
査意見を報告

討　論・採　決

審査の結果を今後の
予算編成や町政へ生かす

反省事項や改善事項などの
審査意見をまとめる

問　ふるさと納税の目標額は8000万円であったが、
　　実績は2101万円と少ない。原因と対策は。
答　企業版での企業数は増えたが、寄付額は548万円
　　と微減。個人版は1550万円と目標額を大幅に下
　　回った。対策として、インターネットにより買
　　い物感覚で寄附をする人が多いため個人版ポー
　　タルサイトを増設した。

問　クラウドファンディング方式(※)のふるさと納税は｡
答　検討はしている。しかし、地域活性化を目的に
　　商品を出しても埋もれてしまう。まずは日南町
　　ならではの返礼品を生み出し、日南町を知って
　　もらうことを目指している。

※クラウドファンディング：特定の事業を実施するために、
　多数の人へ少額の寄付を呼びかけて資金を獲得する手法

ふるさと納税

問　事業系ごみ減量化の取組みは。
答　飲食店での食べきりメニューや持ち帰りパックの
　　協力がある。一部の事業所は独自に生ごみの堆肥
　　化なども実施している。

問　生ゴミ処理装置の購入助成４件の内訳は。
答　電気式３件、コンポスト式１件。電気代高騰の影
　　響か近年件数が減っている。

問　ごみ出し困難者の戸別収集件数は。今後件数を増
　　やすことは可能か。
答　戸別収集10件。まだ余裕があり、件数を増やせる。

ごみ収集とごみ処理

農
業
や
暮
ら
し
へ
一
層
の
支
援
を

問　伐採の相談件数と対応の状況は。
答　自治会からの相談が12件あった。９件は対応済み。残り
　　の３件は県や中国電力と連携し進めていく。

問　中国電力からの町の伐採事業への協力内容は。
答　中国電力から危険木等事前伐採推進事業に負担金が支払
　　われている。

危険木の伐採

予算を
チェック

②

役
場
事
務
の
充
実
を

５年度決算５年度決算

増設した個人版
ポータルサイト
「さとふる」

問　体育館予約システムの導入遅れや住宅入居手続きなどに不適切事務があったが、どの
　　ような対応をとったのか。
答　役場全体で情報共有するシステムを利用し、担当課以外でも相互に業務をチェックしている。

職員による不適切事務

問　煙火購入を町が補助しては。
答　個別の補助はしない。集落協定や地域まちづくり協議会
　　などでまとめて購入し管理してほしい。

問　煙火講習費用助成は。
答　新規講習への補助はあるが、継続講習に補助はない。

問　被害面積、被害額は畦畔の被害も含まれるか。
答　共済組合の被害で把握しており、畦畔の被害は把握していない｡

鳥獣被害対策

（8ページ掲載）

（9ページ掲載）
（10ページ掲載）

ごみ出し
困難者に

は

このよう
な制度も

あります

猿の追い払い

予算を
チェック

③

６にちなん議会だより　令和６年10月発行　No.177７ にちなん議会だより　令和６年10月発行　No.177

〝決算審査〟ってなに？
　決算審査では、監査委員が審査した決算書や主要施策の成果の説明書を元に、
町の予算が適切に使われたか、目的とする成果が得られたなどを振り返ります。
決算審査での疑問や意見などは、今後の予算編成や町政へ生かされます。

本会議 決算審査特別委員会 本会議

監査委員が審査した
決算書などを町長が提出

決算審査特別委員会
の設置

決算審査特別委員会
へ審査を付託

課ごと、特別会計ごと
の決算を審査

討論・採決

委員長から審査の結果と審
査意見を報告

討　論・採　決

審査の結果を今後の
予算編成や町政へ生かす

反省事項や改善事項などの
審査意見をまとめる

問　ふるさと納税の目標額は8000万円であったが、
　　実績は2101万円と少ない。原因と対策は。
答　企業版での企業数は増えたが、寄付額は548万円
　　と微減。個人版は1550万円と目標額を大幅に下
　　回った。対策として、インターネットにより買
　　い物感覚で寄附をする人が多いため個人版ポー
　　タルサイトを増設した。

問　クラウドファンディング方式(※)のふるさと納税は｡
答　検討はしている。しかし、地域活性化を目的に
　　商品を出しても埋もれてしまう。まずは日南町
　　ならではの返礼品を生み出し、日南町を知って
　　もらうことを目指している。

※クラウドファンディング：特定の事業を実施するために、
　多数の人へ少額の寄付を呼びかけて資金を獲得する手法

ふるさと納税

問　事業系ごみ減量化の取組みは。
答　飲食店での食べきりメニューや持ち帰りパックの
　　協力がある。一部の事業所は独自に生ごみの堆肥
　　化なども実施している。

問　生ゴミ処理装置の購入助成４件の内訳は。
答　電気式３件、コンポスト式１件。電気代高騰の影
　　響か近年件数が減っている。

問　ごみ出し困難者の戸別収集件数は。今後件数を増
　　やすことは可能か。
答　戸別収集10件。まだ余裕があり、件数を増やせる。

ごみ収集とごみ処理

農
業
や
暮
ら
し
へ
一
層
の
支
援
を

問　伐採の相談件数と対応の状況は。
答　自治会からの相談が12件あった。９件は対応済み。残り
　　の３件は県や中国電力と連携し進めていく。

問　中国電力からの町の伐採事業への協力内容は。
答　中国電力から危険木等事前伐採推進事業に負担金が支払
　　われている。

危険木の伐採

予算を
チェック

②

役
場
事
務
の
充
実
を

５年度決算５年度決算

増設した個人版
ポータルサイト
「さとふる」

問　体育館予約システムの導入遅れや住宅入居手続きなどに不適切事務があったが、どの
　　ような対応をとったのか。
答　役場全体で情報共有するシステムを利用し、担当課以外でも相互に業務をチェックしている。

職員による不適切事務

問　煙火購入を町が補助しては。
答　個別の補助はしない。集落協定や地域まちづくり協議会
　　などでまとめて購入し管理してほしい。

問　煙火講習費用助成は。
答　新規講習への補助はあるが、継続講習に補助はない。

問　被害面積、被害額は畦畔の被害も含まれるか。
答　共済組合の被害で把握しており、畦畔の被害は把握していない｡

鳥獣被害対策

（8ページ掲載）

（9ページ掲載）
（10ページ掲載）

ごみ出し
困難者に

は

このよう
な制度も

あります

猿の追い払い

予算を
チェック

③



８にちなん議会だより　令和６年10月発行　No.177

決
算
の
監
査
委
員
意
見

代
表
監
査
委
員　

高
見 

正
司

監 
査 

委 

員　

荒
木
　
博

比率名
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率
資 金 不 足 比 率

比率の内容
一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化
全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化
借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）
借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度
公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化

判定

黒字で良好

7.5％で良好
マイナスで良好
資金不足なし

令和５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額に対して充当可能財源が上回っているため、借入金の返済も将来財政を
圧迫する可能性は低いということになります。

導入された発泡スチロール減容機

監査意見

　
７
月
22
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
の
間
で
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
、
特
別
会
計
及
び
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に
基

金
運
用
状
況
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
意
見
（
要
旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
用
品
調
達
基
金
の
運
用

　
日
南
町
用
品
調
達
基
金
は
、

用
品
の
集
中
購
買
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
取
得
及
び
管
理

に
関
す
る
事
務
を
円
滑
か
つ
効

率
的
に
行
う
た
め
設
置
し
た
。

　
現
在
こ
の
基
金
で
購
入
す
る

も
の
は
、
日
南
町
の
管
内
地
図

や
木
製
の
町
章
く
ら
い
で
、
大

量
に
集
中
購
入
す
る
必
要
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
廃
止

も
含
め
た
当
該
基
金
の
あ
る
べ

き
姿
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
未
収
金
の
取
組
み
会
議

　
未
収
金
の
取
組
み
会
議
は
、

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
一
度

も
開
催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
で
は
「
町
税
等
未

収
金
取
組
み
会
議
設
置
要
綱
」

を
改
正
し
て
３
回
開
催
し
た
。

そ
し
て
、
４
月
と
５
月
の
出
納

整
理
期
間
に
担
当
課
が
訪
問
を

実
施
し
た
。
今
後
い
っ
そ
う
の

取
組
み
を
望
む
。

　
公
共
交
通
の
利
用
状
況

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
者
は

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
運
用
に

よ
り
1
9
0
6
人
の
増
と
な
っ

た
。
巡
回
バ
ス
の
土
日
試
験
運

行
で
は
、
１
日
７
便
で
30
日
間

の
乗
車
数
が
47
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
面
土

日
運
行
の
実
施
は
行
わ
な
い
と

報
告
を
受
け
た
。

　
デ
マ
ン
ド
車
両
が
入
ら
ず
、

自
宅
付
近
で
の
乗
降
が
で
き
な

い
ケ
ー
ス
の
対
応
と
し
て
、
小

型
車
両
の
購
入
を
令
和
６
年
度

へ
の
繰
越
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
障
害
者
等
外
出
支
援
事
業
は
、

登
録
者
2
0
0
人
で
実
利
用
者

は
1
3
2
人
だ
っ
た
。
デ
マ
ン

ド
バ
ス
な
ど
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
運
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
た
っ
た
も
カ
ー
ド
利
用
状
況

　
た
っ
た
も
カ
ー
ド
に
よ
る
買

い
物
が
順
調
に
浸
透
し
て
き
た
。

令
和
５
年
度
の
総
利
用
額
は
３

億
7
9
0
0
万
円
で
前
年
度
よ

り
4
5
0
0
万
円
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
７
月
か
ら
始

ま
っ
た
町
外
在
住
者
向
け
の

た
っ
た
も
カ
ー
ド
も
会
員
数
が

3
2
3
名
と
な
り
、
令
和
5
年

度
で
は
1
6
8
7
万
円
の
カ
ー

ド
に
よ
る
利
用
が
あ
っ
た
。

　
た
っ
た
も
カ
ー
ド
の
さ
ら
な

る
浸
透
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
改
修
は
毎

年
度
工
事
の
繰
り
越
し
に
な
っ

て
お
り
、
計
画
的
な
工
事
の
発

注
を
望
む
。

　
令
和
14
年
度
か
ら
の
西
部
広

域
ご
み
処
理
施
設
の
使
用
開
始

予
定
に
向
け
て
、
点
検
管
理
業

者
、
工
事
設
計
業
者
等
と
し
っ

か
り
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
計
画

的
な
修
繕
工
事
を
行
い
、
施
設

の
延
命
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

　９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
︵
委
員
長

　大
西

　保
、
副
委
員
長

岡
本
健
三
︶
を
設
置
し
、
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
決
算
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
決
算
資
料
の
内
容
充
実
と

　
チ
ェ
ッ
ク
体
制

　
決
算
関
係
資
料
は
単
な
る
収

支
の
記
録
や
財
政
状
況
の
報
告

に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
新
病
院
基
本

構
想
の
策
定
」
な
ど
、
町
長
が

施
政
方
針
等
で
表
明
し
た
重
要

事
項
や
政
策
の
成
果
も
記
載
さ

れ
た
い
。

　
当
初
予
算
付
属
資
料
の
記
載

方
法
を
費
用
項
目
記
載
に
改
め

る
と
と
も
に
事
業
名
を
予
算
と

決
算
で
統
一
し
、
比
較
審
査
の

適
正
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
誤
記
が
多
く
散
見
さ

れ
る
。
作
成
部
署
で
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
再
点
検
し
改
善
さ
れ

た
い
。 議会からの

提　　言

　
移
住
者
へ
の
情
報
提
供

　
日
南
町
に
移
住
さ
れ
た
方

は
、
新
し
い
地
で
の
生
活
に
不

安
を
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
る
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
・
安

全
情
報
、
ご
み
の
出
し
方
や
リ

サ
イ
ク
ル
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
子
育
て
支
援

の
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま

た
、『
町
政
の
し
お
り
』
も
お

渡
し
し
、
町
の
補
助
事
業
に
関

す
る
案
内
も
行
わ
れ
た
い
。

　
有
償
運
送
事
業
者
の

　
意
見
反
映

　
日
南
町
の
公
共
交
通
を
考
え

る
に
あ
た
り
、
重
要
な
位
置
を

し
め
る
交
通
空
白
地
有
償
運
送

及
び
福
祉
有
償
運
送
事
業
者
は

公
共
交
通
確
保
対
策
協
議
会
の

構
成
員
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
有
償
運
送
運
営
協
議
会
は

令
和
５
年
度
開
催
さ
れ
て
い
な

い
。

　
交
通
空
白
地
有
償
運
送
及
び

福
祉
有
償
運
送
事
業
者
の
意
見

を
公
共
交
通
の
施
策
へ
反
映
さ

せ
る
場
を
設
け
ら
れ
た
い
。

　
１
品
１
円
寄
付
の
検
討

　
条
例
に
基
づ
い
た
使
用
料
の

運
用
管
理
と
「
Ｃ
０
２
排
出
ゼ

ロ
の
道
の
駅
」
の
１
品
１
円
寄

付
に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
検
討

さ
れ
た
い
。

　
公
設
塾
の
見
直
し

　
公
設
塾
が
日
南
拠
点
と
し
て

２
年
目
と
な
り
、
高
校
生
２

名
、
中
学
生
19
名
の
登
録
が

あ
っ
た
が
、
出
席
者
が
秋
以
降

激
減
し
て
い
て
改
善
の
見
込
み

が
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
開
設
の
目
的
と
日
野
郡
３
町

の
連
携
も
含
め
見
直
し
を
さ
れ

た
い
。

　
文
書
管
理
の
促
進

　
文
書
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
文
書

フ
ォ
ル
ダ
に
よ
る
紙
ベ
ー
ス
で

の
文
書
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
職
員
の
机
上
の
状
況
を
見

る
限
り
適
切
な
運
用
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
令
和
５
年
度
に
『
文
書
管

理
・
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
』
が

導
入
さ
れ
、
従
来
の
紙
ベ
ー
ス

と
電
子
化
さ
れ
た
文
書
が
混
在

す
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
文
書

管
理
が
煩
雑
に
な
る
の
で
は
と

懸
念
さ
れ
る
。

　
定
期
的
な
研
修
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
更
新
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム

の
効
果
的
な
活
用
と
一
貫
し
た
文

書
管
理
を
促
進
さ
れ
た
い
。

決算審査特別委員会

紙とデジタルが
混在する文書管理
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令和５年度 決算認定

認定
認定
認定
認定
認定

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

荒
金
敏
江

−

−

−

−

−

山
本
芳
昭

一般会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

令和５年度決算
（賛否の詳細） 結果

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

大
西

　保

荒
木

　博

高
橋
洋
志
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

近
藤
仁
志

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

論討
　　　岩﨑昭男議員
　会計年度任用職員の給与引上げ、勤勉手当
支給等処遇改善が図られている。一般廃棄物
処理施設建設の基本構想は、関係市町村の総
意で作成したもので、反対すべきものではな
い。

　　　岡本健三議員
　会計年度任用職員と正職員の号給の格差を
是正すべき。西部の一般廃棄物処理施設整備
基本構想の白紙撤回を求めるべき。小中学校
の国際交流は全員が無理なく参加できる事業
に限るべき。

● 一般会計
反対 賛成

　　　高橋洋志議員
　国保税の算定については、国、県の規定に
基づき、町の国保運営協議会において答申さ
れ決定している。

　　　岡本健三議員
　18才以下の子どもの均等割を全額免除すべ
き。所得のない子どもから税をとるのは不合
理である。免除に要する額は町全体で年間
100万円程度であり、子育て応援の施策とし
て効果が大きい。

● 国民健康保険特別会計
反対 賛成

● 介護保険特別会計
　　　荒金敏江議員
　人手不足で介護保険サービスを十分に提供
できない状況が続いている。職員の処遇改
善・職員確保のために、介護給付費準備基金
を使うべきである。

　　　荒木　博議員
　デイサービスや百歳体操などの取り組みに
より、健康管理や認知症の予防に一定の効果
が上がっている。

反対 賛成

● 介護サービス事業特別会計
　　　荒金敏江議員
　福祉会の経営努力は認めるが、なお人材不
足でサービスを十分に提供できず経営を圧迫
している。施設利用料は免除すべきである。

　　　近藤仁志議員
　福利厚生の充実と職員の増等、経営努力し
ている。また町より中山間地域確保事業で
538万円支援しており、今後も経営について
町との協議を継続していくべきと考える。

反対 賛成

● 後期高齢者医療特別会計
　　　岡本健三議員
　後期高齢者を別枠とする保険はリスク分散
しづらい。実際、基金から毎年多額の繰入れ
をしているが、保険料が上がり窓口での2割
負担も導入された。元の制度に戻し国庫負担
を増額すべき。

　　　櫃田洋一議員
　医療の安全とサービスの質を落とさないた
めに必要である。さらに高齢化率50％を越え
る日南町において適切に運用されている。

反対 賛成

賛成多数で可決した議案

その他５会計は全会一致で可決

決算認定討論
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９月定例会

９月定例会

　日南町議会の9月定例会は、9月3日から9月26日までの24日間の会期で開かれ、一般質問で

は、7人の議員が登壇し活発な議論を展開しました。

　執行部から提案された国民健康保険条例の一部改正、教育委員会委員の任命、令和6年度各会

計補正予算、令和5年度決算認定など全19議案は原案のとおり可決しました。

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

空き家バンク登録物件に
かかる補助金
　空き家バンク登録物件にかかる各種補助事業の要
望増加により､不足見込額を増額する。
●改修事業費補助金(補助率3/4、上限150万円)
　 (当初)5件分 →(補正後)  9件分
●家財道具等処分費補助金(補助率10/10、上限30万円)
　 (当初)5件分 →(補正後)  12件分

740万円

台湾でのトップセールス

　台湾台中市の高級スーパー裕毛屋において開催さ
れる「鳥取物産展」にあわせて、日野郡訪問団を結
成し、特産品の販売及び将来的な販路拡大に向け、
3町連携によるトップセールスを行う。
●参加者　町長、議長、商工会長、町内事業者等

128万円

　今年度から上限額を30万円から120万円
に引き上げたこと、相続登記の義務化により
相談・申請件数が増加している。不足見込額
を増額する。
（当初）10件分 →（補正後） 15件分

老朽危険家屋等
解体撤去補助金

600万円

●高齢者インフルエンザワクチンの委託料単
　価を4280円から4310円に増額。
●新型コロナウイルスワクチン定期予防接種
　委託料単価を5000円から1万5300円に増額。

ワクチン接種委託料 600万円

令和６年度
一般会計
補正予算

老朽危険家屋等解体撤去など

　　　　　　　　　９４８８万円

補
正
予
算

◆
健
康
保
険
特
別
会
計（
2
0
2
万
円
増
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
増
減
な
し
、事
業

間
の
増
減
）

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計（
6
3
0

万
円
減
）

　
い
ず
れ
の
会
計
も
、給
与
費
等
の
精
査
に

よ
る
も
の
。

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
1
0
0

万
円
）

　
緊
急
修
繕
に
備
え
て
の
増
額

条
例
改
正

◆
日
南
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◆
日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
い
ず
れ
の
改
正
も
、行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一部
施
行
等
に
伴
う
改
正
。

人
事
案
件

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
西
村
彰
滋
が
辞
任
し
た
の
で
、後
任
と
し

て
三
森
厚
子（
三
栄
）の
任
命
に
同
意
。

　
任
期
　
令
和
8
年
5
月
13
日
ま
で

昨年度台湾で実施された鳥取物産展

に
し
む
ら
し
ょ
う
じ

み
つ
も
り 

あ
つ
こ 

利
用
者
が
増
加
す
る
家
屋
解
体
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条例・補正予算などの審議結果
〇全会一致で可決した議案
補
正
予
算

令
和
６
年
度

その他

一般会計補正予算（第4号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

介護保険特別会計補正予算（第1号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

簡易水道事業会計補正予算（第2号）

日南町一般会計補正予算（第5号）

日南町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

〇賛成多数で可決した議案

請願・陳情の審査結果と討論
提出のあった請願・陳情は、9月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、原案に対する討論です。

　　　 岩﨑昭男議員
　国の法律が改正されたことによる、町条例の所要の改
正である。当然、町条例を改正すべきである。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

日南町国民健康保険条例の一部改正について

　　　 岡本健三議員
　この改正は従来の紙の健康保険証の廃止に伴うもの
であるが、マイナ保険証は認証ができないなどの問題が
発生している。保険証の廃止を前提とするこの条例改正
には反対である。　（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 岩﨑昭男議員
　国の法律が改正されたことによる、町条例の所要の改
正である。条例改正が遅れたといえども、改正を行わなけ
れば町の事務処理に影響が出る。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

日南町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

　　　 岡本健三議員
　条例改正が法律の施行日から4ヶ月経過してから行わ
れることからも、条例改正せずとも町の事務に支障はな
い。また、マイナンバーは情報漏洩等の危険性が高くなる
などの問題がある。マイナンバーの利用範囲を安易に広
げることには反対である。　（荒金、岡本）

反対 賛成

９月定例会

健康保険証の廃止をしないよう求める請願書
提出者：米子民主商工会
　　　　会長　植田 均 ほか１名

　国全体として デジタル化が進められるなか、デー
タに基づいたより良い医療が受けられ、医療現場で
働く人の負担が軽減されるなどのメリットがあり、
マイナンバーカードを健康保険証として利用するべ
きと考える。

採択結果案　　件

不採択

審 査 意 見

　　　荒金敏江議員
　地方新聞アンケートによると、保険証の存続を求め
る者が8割で国民の理解は進んでいない。また、全国
保険医団体連合会調査では7割の医療機関でマイナ保
険証に関わるトラブルが発生している。　（荒金、岡本）

賛成 　　　岩﨑昭男議員
　発生しているトラブルは、政府のサポート体制や
技術的な進展により解消されると考える。健康保険
証の廃止は、長期的な医療の質の向上や行政の効率
化、国全体のデジタル化を推進するために必要なス
テップである。　（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

反対

『治安維持法犠牲者国家賠償法』の制定を
求める意見書提出の陳情
提出者：治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟
　　　　鳥取県本部　会 長 竹中 寿健

　国に損害賠償を求める裁判において、日本国憲法
施行以前の違法な公権力の行使について損害賠償責
任のないことが最高裁の判例上確定しているので、
意見書の提出は必要ないと考える。

採択結果案　　件

不採択

審 査 意 見

　　　岡本健三議員
　治安維持法による不当な逮捕、拘禁、拷問、虐殺な
どの被害者は10万人を超えている。戦後79年を経ても
国家が犯した重大な犯罪の責任が問われることなく放
置されている。最高裁も刑事補償を受けられるとの判
断を示している。　（荒金、岡本）

賛成 　　　荒木博議員
　治安維持法は大正14年に当時の国際状況に合わせて適
法に制定されたものであり、同法違反の罪に係る刑法の執
行においても司法による裁判所により下されたものである。
　戦後、治安維持法が廃止となり、有罪とされ起訴された
方は免訴となっている。 （高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

反対

櫃田洋一 議員

問問 SEA（スポーツ国際交流員）の招致は

答答 招致の計画はない

S
E
A
は
指
導
者
と
し

て
優
秀
と
認
め
ら
れ
母

国
の
政
府
機
関
な
ど
の
推
薦

を
受
け
た
人
で
あ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
や
英
語
力
の

向
上
な
ど
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

採
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

良
さ
、
意
義
は
感
じ
て

い
る
が
、
A
L
T
、

C
I
R
の
2
人
を
配
置
し
て

い
る
の
で
将
来
的
に
ど
う
す

る
か
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

く
。　二

つ
の
提
案

友
好
交
流
の
覚
書
に
も

調
印
し
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
る
。

問問

新しく配置されたCIR　エラ・クレイトンさん

　各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、

町長や教育長に町政全般について１対１でただします。

一般質問
質問者 ページ質問事項

櫃 田 洋 一

大 西 　 保

高 橋 洋 志

岩 﨑 昭 男

近 藤 仁 志

岡 本 健 三

荒 金 敏 江

　　   ひつだ　 よういち

　　   おおにし　　 たもつ

　　   たかはし　ひろし

　　  いわさき　 あきお

　　  こんどう　 ひとし

　　 おかもと　 けんぞう

　　 あらかね　  としえ

1 3

1 4

1 5

1 6

町政の
ここが

聞きた
い

各 議 員 のＱＲ
コードで一般
質 問 の You-
Tube 動画を
ご視聴いただ
けます。

　
庁
舎
内
で
B
G
M
が
流
れ

て
い
る
が
、
馬
頭
琴
の
曲
も

流
し
て
は
ど
う
か
。

　
も
う
一
つ
は
、
モ
ン
ゴ
ル

タ
ウ
ン
。

　
介
護
分
野
に
限
ら
ず
農
業
、

建
設
業
等
に
も
広
く
採
用
し
、

モ
ン
ゴ
ル
タ
ウ
ン
が
出
来
る

く
ら
い
の
人
が
住
み
活
性
化

の
一
助
に
し
て
は
。

B
G
M
は
可
能
だ
と
思

う
の
で
検
討
し
た
い
。

　
国
内
全
体
で
外
国
人
材
の

活
用
も
増
え
る
と
思
う
。

　
ゾ
ー
ン
モ
ド
市
と
の
交
流

を
重
ね
て
い
る
の
で
人
材
の

あ
り
方
は
大
き
な
テ
ー
マ
と

と
ら
え
て
い
る
。

町
長

動画はこちら

ALT、CIRの次はSEA　　ALT：外国語指導助手、CIR：国際交流員

モンゴル・ゾーンモド市との友好交流覚書

外国人材育成雇用プロジェクトの状況

高付加価値木材の状況　　ごみ減量化の取組み

JR伯備線沿線の倒木対策　　日南病院　　総合グラウンド照明設備

移動販売　　再生可能エネルギー　　森林環境譲与税

高齢者及び身体障がい者等の外出支援

次期日南町公共交通総合計画　　町有遊休不動産サウンディング調査

農業・農村振興の強化

中心地域整備の推進

養豚場の計画　　ごみ処理

民家などに影響のある倒木の伐採に対する助成

補聴器購入補助制度

大阪・関西万博
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教
育
長



問問 外国人材雇用の面接結果は

答答 オロチ及び福祉会は断念した

高橋洋志 議員

大西　保 議員

問問 JR伯備線沿線の倒木対策について

答答 協力要請があれば個別に検討する

生
山
駅
付
近
か
ら
日
野

町
に
か
け
て
ナ
ラ
枯
れ

が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　
事
前
に
沿
線
自
治
体
と
連

携
を
取
り
倒
木
対
策
を
取
ら

れ
な
い
か
。

基
本
的
に
は
J
R
の
方

で
現
場
確
認
し
な
が
ら

調
査
し
て
い
る
の
で
は
。
相

談
等
が
あ
れ
ば
丁
寧
な
対
応

を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
日
南
病
院

今
年
度
の
外
来
患
者
数

（
一
日
平
均
）
は
何
名

か
。
ま
た
、
新
患
者
獲
得
の

方
針
及
び
取
り
組
み
は
。

一
日
平
均
の
患
者
数

問問 町
長

は
81
名
。
西
部
圏
域
の
基
幹

病
院
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

新
た
な
患
者
の
受
け
入
れ
を

促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

野
郡
連
携
に
お
い
て
内
視
鏡

検
査
の
促
進
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

若
年
層
（
協
会
健
保

加
入
者
）
の
新
規
顧

客
獲
得
の
た
め
に
直
接
地
元

企
業
に
対
し
て
の
利
用
依
頼

も
必
要
で
は
。

し
っ
か
り
と
患
者
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

治
療
が
可
能
な
疾
患
、
傷
病

に
対
し
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 問

動画はこちら

動画はこちら

鳥
取
城
北
日
本
語
学
校

経
由
の
外
国
人
材
雇
用

で
、
3
事
業
所
毎
の
面
接
結

果
と
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

オ
ロ
チ
1
名
は
す
で
に

他
事
業
所
に
決
ま
っ
て

い
た
た
め
断
念
。
オ
ロ
チ
独

自
に
採
用
す
る
。
福
祉
会
1

名
は
第
一
希
望
お
ら
ず
断
念
。

日
南
病
院
は
２
名
を
内
定
し

た
が
、
就
労
出
来
る
の
が
３

年
後
の
令
和
９
年
度
の
た
め
、

新
た
に
紹
介
事
業
者
を
選
定

し
、
来
年
度
２
名
の
採
用
を

計
画
す
る
。

来
年
度
予
算
で
の
取
組

は
。

事
業
所
の
意
向
を
把
握

し
、
鳥
取
城
北
日
本
語

学
校
経
由
と
他
の
紹
介
事
業

者
に
よ
る
人
材
確
保
を
並
行

し
て
行
く
。

　
高
付
加
価
値
木
材
の
状
況

日
南
大
建(

株)

の
経
営

は
２
年
連
続
１
億
円
以

上
の
赤
字
で
あ
っ
た
、
経
営

改
善
へ
の
取
組
は
。

防
腐
・
防
蟻
事
業
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

問問問 町
長

町
長

町
長

ごみ減量を促す ： ごみステーション

り
、
抜
本
的
な
解
決
策
を
検

討
さ
れ
て
い
る
。

﹁
可
燃
ご
み
減
量
大
作
戦
﹂

上
半
期
の
目
標
数
値

一
人
一
日
5
1
6
ｇ

で
あ
る
が
達
成
見
込
み
は
。

ま
た
下
半
期
の
目
標
数
値
は
。

７

月

末

実

績

は

5
2
6
ｇ
で
達
成

が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
の
で
、

更
な
る
減
量
に
向
け
啓
発
活

動
を
行
う
。
下
半
期
の
目
標

数
値
は
5
0
0
ｇ
で
あ
る
。

問環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
長
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倒木の危険があるナラ枯れ

病
院
事
業

管
理
者

病
院
事
業

管
理
者

ごみの減量
に協力を!

岩﨑昭男 議員

問問 ドア･ツー･ドア小型車両のさらなる活用を

答答 小型車両の利便性を周知する

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の

乗
降
を
可
能
と
す
る
た

め
小
型
車
両
３
台
を
配
備
し

た
が
、
７
月
の
運
行
開
始
以

降
わ
ず
か
35
回
の
運
行
で
、

走
行
距
離
は
合
計
1
3
5
6
km

（
N
P
O
多
里
1
1
8
8

km
、
共
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
1
0
6
km
、
日
南
交
通

6
2
km
）
で
あ
る
。
利
用
低

迷
の
要
因
と
今
後
の
利
用
見

込
み
は
。

乗
客
が
４
人
以
上
あ
る

場
合
は
大
型
車
（
ハ
イ

エ
ー
ス
）
で
運
行
し
て
い
る
。

幹
線
ま
で
出
る
こ
と
が
難
し

く
な
る
冬
季
は
利
用
が
増
え

る
と
見
込
む
。

小
型
車
両
を
配
備
し
た

主
な
目
的
は
、
道
路
が

狭
い
な
ど
の
理
由
で
自
宅
前

で
の
乗
降
が
困
難
な
人
々

（
32
世
帯
、
53
人
）
へ
の
対

応
で
あ
っ
た
。
該
当
者
へ
の

周
知
は
し
た
の
か
。
ま
た
、

利
用
実
績
は
ど
う
か
。

特
に
周
知
は
行
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
運

行
事
業
者
に
対
応
を
お
願
い

し
て
い
た
。
１
名
の
方
が
６

問問

近藤仁志 議員

問問 日南米のブランド力アップの取組みは

答答 ブランド力をつける議論をしたい

農
業
、
農
村
の
窮
状
打

破
の
た
め
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
を
根
拠

に
、
国
へ
の
要
望
活
動
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。同

法
に
基
づ
い
た
合
理

的
な
費
用
を
考
慮
し
た

適
正
価
格
で
の
流
通
を
、
県

と
連
携
し
国
に
具
体
的
施
策

を
要
望
す
る
。

鳥
取
県
西
部
で
は
日
南

町
の
お
米
は
美
味
し
い

と
評
判
で
あ
る
の
に
、
拡
が

り
が
見
ら
れ
な
い
。
ブ
ラ
ン

ド
力
ア
ッ
プ
の
取
組
み
が
急

が
れ
る
。

本
町
の
農
業
、
農
地
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
は
重

要
。
共
通
認
識
を
も
っ
て
機

問問 町
長

町
長

収穫の秋  胸躍る

運
醸
成
を
図
る
議
論
を
し
た

い
。

消
費
地
域
と
の
交
流
事

業
は
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、

適
正
価
格
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
有
効
で
は
。

適
正
価
格
実
現
に
は
消

費
者
の
理
解
は
必
要
。

町
も
関
係
者
と
一
緒
に
な
っ

て
進
め
る
。

　中
心
地
域
整
備
の
推
進

コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ

全
体
構
想
に
期
待
さ
れ

る
内
容
は
。

生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
は
何
な
の
か
議
論
を

す
る
と
共
に
、
町
民
が
楽
し

く
集
え
る
場
所
で
あ
り
、
集

落
を
支
え
る
中
心
地
域
と
し

て
機
能
を
高
め
た
い
。

町
長 問町

長 問

回
乗
車
さ
れ
た
。
今
後
ち
ゃ

ん
ね
る
日
南
で
周
知
を
図
る
。

福
祉
有
償
運
送
サ
ー
ビ

ス
は
、
障
が
い
者
や
要

介
護
者
等
の
日
常
生
活
の
重

要
な
移
動
手
段
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
福
祉
有
償
運
送

の
運
賃
は
タ
ク
シ
ー
の
半
額

程
度
、
さ
ら
に
、
登
録
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
に
よ
り
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
。
事

業
を
継
続
す
る
た
め
に
行
政

的
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

県
や
町
の
助
成
事
業

は
な
い
が
、
支
援
策

に
つ
い
て
公
共
交
通
対
策
協

議
会
等
で
検
討
す
る
。

町
長

町
長 問

動画はこちら

動画はこちら

一般質問
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地
域
づ
く
り

推
進
課
長

7月から運行を開始した小型車両



荒金敏江 議員

問問 養豚場での豚熱のリスクは

　　　
答答 計画を作る中で議論する

水
質
汚
濁
防
止
法
違
反

ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る

事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
事
業

者
は
町
の
あ
ら
ゆ
る
指
示
に

従
う
の
か
。

協
定
書
に
基
づ
き
、
指

示
に
従
う
こ
と
を
事
業

者
も
了
解
し
て
い
る
。

豚
熱
で
５
万
６
千
頭
余

を
殺
処
分
・
埋
却
し
、

経
営
の
悪
化
で
倒
産
し
た
例

も
あ
る
。
ま
た
、
１
万
頭
の

埋
却
地
周
辺
で
豚
の
血
液
ら

し
き
液
体
が
漏
れ
出
た
例
も

あ
る
。埋

却
場
所
も
含
め
、
豚

熱
の
リ
ス
ク
を
想
定
す

問問

豚熱による埋却処分（提供:佐賀県）

最終処分場の廃止基準

岡本健三 議員

問問 補聴器購入補助を早急に実施すべき

答答 来年4月をめどに検討する

補
聴
器
に
つ
い
て
の
研

修
の
計
画
は
。

日
南
病
院
の
言
語
聴

覚
士
と
共
同
で
、
町

民
大
学
や
百
歳
体
操
会
場
で

聞
こ
え
に
つ
い
て
の
学
習
を

す
す
め
る
。

耳
鼻
科
で
の
聴
覚
検
診

を
す
る
と
病
気
が
原
因

の
難
聴
も
み
つ
か
り
治
療
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。

聴
覚
検
診
を
開
始
し
て
は
。

言
語
聴
覚
士
に
よ
る

聞
こ
え
の
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
の
指
導
を
し
、
耳
鼻

科
受
診
に
結
び
つ
け
る
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

日
南
町
こ
そ
、
補
聴
器

購
入
補
助
を
実
施
す
べ
き
だ
。

取
り
組
む
自
治
体
が

増
え
て
い
る
こ
と
は

問問問 町
長

町
長

町
長

承
知
し
て
い
る
。
来
年
４
月

を
め
ど
に
検
討
す
る
。

　大
阪
・
関
西
万
博

万
博
が
開
催
さ
れ
る
ご

み
の
埋
め
立
て
処
分
場

跡
地
で
、
今
年
３
月
28
日
ガ

ス
爆
発
が
起
こ
っ
た
。
そ
の

後
も
メ
タ
ン
ガ
ス
を
含
む
有

害
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
落
雷
・
ヒ
ア
リ
な
ど

の
危
険
性
も
あ
る
。
学
校
行

事
と
し
て
「
大
阪
・
関
西
万

博
」
の
見
学
は
や
め
る
べ
き

で
は
。学

校
行
事
は
学
校
が

主
体
的
に
計
画
す
る

も
の
と
考
え
る
。
情
報
提
供

は
す
る
。

教
育
長

問

る
必
要
が
あ
る
。
計
画
を
作

る
中
で
議
論
し
て
い
く
。

井
戸
か
ら
の
取
水
の
影

響
に
つ
い
て
早
期
に
環

境
審
議
会
の
意
見
を
求
め
て

は
。

造
成
に
係
る
事
業
者

の
事
務
手
続
き
が
済

み
次
第
、
検
討
す
る
。

動
物
福
祉
へ
配
慮
し
、

豚
１
頭
あ
た
り
約
２
倍

の
面
積
を
使
う
飼
育
方
法
も

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
日
南
町

に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
へ
の
変

更
を
求
め
て
は
。

そ
の
よ
う
な
方
法
も

事
業
者
は
承
知
し
て

い
る
は
ず
。
今
後
の
事
業
計

画
の
中
で
考
え
る
と
思
う
。

　危
険
木
の
伐
採

森
林
環
境
譲
与
税
の
使

い
道
と
し
て
、
民
家
な

ど
に
対
す
る
危
険
木
の
事
前

伐
採
を
補
助
し
て
は
。

勉
強
の
余
地
が
あ
る
。

将
来
的
な
林
業
機
械

の
更
新
に
も
活
用
し
た
い
。

副
町
長

副
町
長

町
長

町
長

町
長

問問問

動画はこちら

動画はこちら

一般質問
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最
終
処
分
場
の
廃
止
基
準（
環
境
省
）

７
　
埋
立
地
か
ら
ガ
ス
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
。ま
た
は
ガ
ス
の
発
生
量
の
増

加
が
２
年
以
上
に
わ
た
り
認
め
ら
れ
な
い
。

（
全
16
項
目
中
　
第
７
項
目
）

総務教育常任委員会 8月6日、9月12日 開催

17 にちなん議会だより　令和６年10月発行　No.177

委員会報告

　令和6年3月の当委員会で、各分園の園児が今

後も10名以下の見通しのため、統合を踏まえた

検討委員会を設置する方針が出され、その後の

取組み状況についての調査を行った。町長より

7月2日に委員会に対し「諮問」を出された。

1．ねらい
町立認定こども園の統合についての方針と今

後の教育環境の充実

2．協議内容
　①こども園の統合についての方針

　②保育、幼児教育の充実のための取り組み

　③子育て支援、子育て環境の整備

3．委員の構成
　委員数9名

　事務局（教育委員会、こども若者未来課、認定こども園）

外国人材育成事業の状況
（地域づくり推進課）

　4月より鳥取城北日本語学校に語学留学して

いる学生（57名）日南町３事業所の個別面接会

について調査した。

【日南病院：予定２名】８月１日面接実施

採用を希望する学生数は、第一希望２名、第二

希望４名であった。

【日南福祉会：予定１名】８月２日面接実施

第一希望０名、第二希望２名であった。

両事業所への内定者が決まるかが課題である。

問　オロチ採用予定の１名は。

答　オロチ要望の技・人・国コースの５名はす

　　でに就職先が決まっていたため、オロチは

　　当事業での採用を断念し、独自で求人活動

　　をすることになった。

こども園在り方検討会の状況
（教育委員会）

山里Loadにちなん委託事業（地域づくり推進課）

　上半期の観光振興と移住定住等の実施状況の

調査を行った。

組織体制は９名（８月に１名採用）

【観光振興事業】
　新規の取り組みとして、新型やくも除幕式、

奥出雲連絡タクシー運用、日南湖フェスタ（24

名好評につき来年度も計画予定）、聖滝沢登り

イベント（23名）、駅開業100周年記念いわみ

夏夜市の協力等を行った。

　福万来ホタル乃国は、6月27日～7月9日の13

日間（来場者数2,315名）であった。

【移住定住事業】
　移住者等を対象に毎月１回（平均17名参加）

生山駅内クローバにて話し合いを実施している。

　空き家バンクの相談会を8月11～13日実施

し、7組の登録相談があった。

　上半期の新規登録戸数は17戸で、合計登録戸

数は25戸となった。

問　移住を検討される方の移動手段は、どのよ

　　うな対応をしているのか。町の親身な対応

　　が移住の決め手になるので最重要である。

答　町の車で、職員も一緒に同行している。

８月３日に開催された日南湖フェスタ クローバでの話し合い



経済福祉常任委員会 7月18日、9月12日 開催
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委員会報告

　６月議会に続き９月定例会において、更に地盤

沈下修復の補正予算が提案された。

このため、㈱オロチの現地調査を行った。

●自社でも可能な限りの補修を行い稼働させてい

　ると報告を受けた。

●地盤沈下により約10％の不良品が発生している

　と報告を受けた。

㈱オロチ地盤沈下（現地調査）
（農林課）

地盤沈下で生じた不良品

●国道180号（福長～菅沢工区）福長バイパス
　令和元年より工事着手している事業概要及び

工事計画について説明を受けた。1号橋付近の片

側交互通行は、10月中には解除し相互通行が可

能となる。

問　河川の工事には、オオサンショウウオの生

　　態調査が必要ではないか。

答　調査は行っているが、県事業であり内容と

　　結果は把握していない。

●国道183号（宮内工区）
　入沢橋から旧矢戸駐在所付近の計画及び工事

国道１８０号（福長～菅沢工区）福長バイパス・国道１８３号（宮内工区）
（建設課）

問　当初は、切土による計画と聞いていたが。

答　トンネル、切土、もしくは現道を広げる

　　かの３案が検討された。

起点となる宮内地内

至生山

福長地内

至生山

問　トンネル工事による、地下水脈への影響は。

答　まだ詳細設計に入っていないのでわから

　　ないが、鳥取県が地元説明会を実施する

　　と考えている。

問　トンネルにするのは決定か。

答　当初、切土の案で進められたが、掘削を

　　少なくするため。また、トンネルの方が

　　掘る位置を低くできなだらかになる。さ

　　らに、冬季間の雪崩の可能性もあるので

　　トンネルの方が良いのではということで

　　この案が示された。

の概要について説明を受けた。

中心地域及び住宅政策調査特別委員会 7月18日 、9月20日開催

委員会報告
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　7月13日に開催された第2回中心地域整備検

討委員会の協議内容の報告を受け調査した。

●委員の変更
　当委員会を町長からの諮問機関とし、中心地

域整備計画の策定に係る方針を答申するため、

副委員長を町長から角井副町長に変更する。

●諮問事項
①中心地域整備計画の策定に関すること

②新日南病院の立地及びまち空間との融合に関

　すること

③その他必要な事項

●コンパクトヴィレッジ構想2.0コンセプト(案)
　第2回ワークショップを7地域で開催、意見を

集約し『つくろう、楽しさごちゃまぜ、にぎや

かなまち』をテーマに取りまとめ提示した。

問　病院候補地の決定は建設費用だけでなく、

　　付帯施設整備経費も精査する必要がある。

答　病院候補地に限らずトータルコストも勘案

　　して、次回の委員会には準備したい。

中心地域整備検討委員会の
スケジュールの変更

　町長より現時点で病院建設に係る収支計画、

規模、事業費など検討材料が整っていない。ま

た、町民への説明に努める必要もあり、予定し

たスケジュールを変更すると報告があった。

問　最終目標とすべき時期を示すべきだが。

答　鋭意準備を進め、最終を年度末には整理し

　　たい。

第2回中心地域整備検討委員会報告
（地域づくり推進課､まち未来創造課､日南病院）

　日南病院建設候補地の選定にあたり、文化セ

ンター隣になった場合は駐車場の確保が必要と

なる。JA所有地の利用可能性について、検討

いただける余地があるか相談した。後日、JA

から候補地が決定された段階で、町と協議する

との回答があった。

問　候補地が決定したのちに駐車場の用地交渉

　　を行うということは、金額が折り合わな

　　かったら候補地から外すということか。

答　決定したらJA以外の場所での駐車場確保

　　に向け、あらゆる方策を検討する。

意見　建設場所が決まらないとトータルの経費

が分からない。判断を早く示されるべきだ。

田ノ原川砂防事業によるレッドゾーン解除
(日南病院、建設課)

　工事完了に伴うレッドゾーン解除区域の見通

しについて説明を受け調査した。

　田ノ原水系に係る日南病院をはじめ、住宅61

戸、伯備線に関係し日野川にいたるレッドゾー

ン解除に向けた治山工事は、平成22年から始ま

り令和7年度中に終了。8年度の調査結果により

解除の見込みが県からあった。

JA鳥取西部農協日南支所運営委員会への説明
(まち未来創造課､地域づくり推進課)

日野川
ＪＲ伯備線

日南病院

田ノ原団地

きりしま団地

赤の網かけ部分がレッドゾーン解除見込



全員協議会全員協議会 7月18日、8月6日、8月23日、9月20日、 9月26日 開催
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全員協議会

●内容
　第２期総合戦略の令和５年度実績の報告、令和

６年度計画の確認、KPIの見直し、第３期総合戦

略の骨子案への意見聴取などを行った。

　　ふるさと納税目標額を5000万円へ引き下げ

　　たが、現時点での実績と今後の対策は。

　　６月末で153万円。中間管理業者を変更し、

　　返礼品も餅などを中心に頑張っている。

　　鳥取城北日本語学校を通じた外国人材の採

　　用についての対策は。

　　課題を整理し、検討中である。

問

問

答

問

問

問

答

答

答答

総合戦略第三者評価委員会の開催結果（まち未来創造課）

新宿せいが子ども園との協定締結について（教育委員会）

●目的
　幼児教育、学校教育、生涯学習などの教育

活動の活性化を図る。

●事業案
　①「見守る保育藤森メソッドⓇ」の学びと

　　実践など

　②食育や多世代交流型公園への助言など

　③保育留学など

　④保育関係者への情報提供など

　⑤その他

　　新宿せいが子ども園の規模は。送迎方法は。

　　定員177人。送迎はすべて保護者がしてお

　　り、近くの方は自転車や徒歩。

　　連携協定の意義、必要性は。

　　研修へ無料で参加できる。研修にとどま

　　らず、相互のメリットを模索していく。

問

問

答

答

●問題点
　①人口減少に伴う経営の悪化

　②令和30年前後に施設が一斉に更新時期に突入

　③中石見地区の水源、配水池の老朽化

　④現実的な料金改定をしても経営が改善しない

　⑤管路の耐震化が未対策

●主な課題
　収支予測に基づき、令和７年度からの1.8倍

の水道料金値上げなどを検討する。

　　事業所、公共施設の料金体系は。

　　口径に応じた基本料金と従量料金を徴収

　　している。料金分布の資料を作成する。

問

答

鳥取県議会の議員定数と選挙区の見直しについて（議会） 上下水道料金等審議会の設置（建設課）

　　まなびや縁側の実績が22人で440%となっ

　　ている。実際の利用人数と乖離しているが。

　　報告は入塾者数である。見やすい資料作り

　　に取り組む。

　　農地の適切な保全が計画通りとなっている

　　が正しい評価か。実態を把握すべきでは。

　　担当課に伝える。

　　30～50代を引きとめるために魅力的な雇用

　　の場が必要では。特に介護職員の不足は高

　　齢者の生活にも影響している。

　　既存の職場の魅力発信も重要である。

●概要
　鳥取県議会で議員定数と選挙区の見直しが検討さ

れている。これに対し、鳥取県西部町村議会議長会

では｢西伯郡選挙区及び日野郡選挙区の見直しを行わ

ないことを求める要望書｣の提出を検討している。

反対　日野郡選挙区では定数１になってから無投票

が続いている。住民の意見を県政に反映させるため

には１人区を解消すべきである。

賛成　日野郡選挙区をなくすと日南町民の声が県政

に反映されなくなる。それを防ぐため、日野郡選挙

区を残すべきである。

協定を締結する新宿せいが子ども園

女性議会

傍聴しませんか？

女性議会開催決定
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日南町役場２階議場
　中村町長に直接、町政に対する疑問や提言を投げかける機会の一環
として、この度女性議会議員を募集したところ、賛同していただいた
4名の方の参加により、女性議会を開催することになりました。

是非傍聴にお越しください
　自由闊達な意見や素朴な疑問のやり取りが期待されます。
※この度の女性議会の様子はちゃんねる日南で中継、録画放送はありません。
開催時間：おおよそ２時間程度です。
定　　員：議場での傍聴席は定員 25 席です。
　　　　　定員を越した場合は、役場防災会議室でモニターによる傍聴ができます｡
託 児 所：準備しておりますので、ご希望の方はお知らせください。

お問い合わせ　日南町議会事務局
　　　　　　　TEL:0859-82-1900　FAX:0859-82-1131
　　　　　　　Mail:s0800@town.nichinan.lg.jp

11/16（土）9:00〜

傍
聴

し
て
ご
さ
ん
？



議会からご案内
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議会報告会＆
意見交換会の
ご案内

　議員全員が参加して議会での取り組みなどを報告

し、町民のみなさまと意見交換を行います。

　今年も、町内2会場で行います。どなたでも、

どちらの会場でもお気軽にお越しください。多くの

みなさまのご参加をお待ちしています。

日 時 　令和6年１１月7日（木）
　　　 午後６時～7時30分
会 場 　福栄地域振興センター

日 時 　令和6年１１月8日（金）
　　　 午後６時～7時30分
会 場 　日南町総合文化センター
会 場 　多目的ホール

主催：日南町議会

日南町議会事務局　
TEL：0859-82-1900　FAX：0859-82-1131
Mail：s0800@town.nichinan.lg.jp

お問い合わせ

一

に

ち

く

を

緒

ま

づ

り７
月

14
日
　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

22
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
女
性
議
員

　
　
　
研
修
会

　
　
　
意
見
交
換
会（
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
）

23
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

８
月
6
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

9
日
　
日
南
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
意
見
交
換
会（
多
里
ま
ち
づ
く

　
　
　
り
推
進
協
議
会
）

19
日
　
西
部
町
村
議
員
研
修
会

23
日
　
全
員
協
議
会

26
日
　
行
政
調
査（
岡
山
県
新
庄
村
）

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
月
3
〜
5
日
　
9
月
定
例
会
本
会
議

5
〜
18
日
　（
う
ち
７
日
間
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日
　
意
見
交
換
会（
上
石
見
し
ら
ゆ

　
　
　
り
会
）

12
日
　
総
務
教
育
、経
済
福
祉
常
任
委
員
会

20
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

26
日
　
9
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
月
2
〜
4
日
　
議
会
行
政
調
査（
東
京
都
、

　
　
　
青
森
県
六
戸
町
、秋
田
県
東
成

　
　
　
瀬
村
）

8
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
日
　
総
務
教
育
、経
済
福
祉
常
任
委
員
会

11
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議員研修・視察

議
会
活
動
報
告
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第
三
セ
ク
タ
ー(

株)

メ
ル

ヘ
ン・
プ
ラ
ザ
を
事
業
主
体

と
し
て
、道
の
駅
の
運
営
も

含
め
新
庄
村
の
な
り
わ
い

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ヒ
メ
ノ
モ
チ
成
長
産
業
化
に

つ
い
て
、石
藤
延
史
副
村
長
、

(

株)

メ
ル
ヘ
ン・プ
ラ
ザ
本
田

社
長
よ
り
説
明
を
受
け
る
。

●
調
査
概
要

　
村
の
環
境
が
支
え
る
　

　
﹁
ヒ
メ
ノ
モ
チ
﹂

　
昭
和
58
年
よ
り
村
内
農

家
で
保
有
米
用
の
栽
培
始

ま
る
。「
水
」「
空
気
」

「
土
」が
生
産
環
境
に
適

し
た
地
域
で
色
が
白
く・

き
め
が
細
か
く
・こ
し
が

強
い
も
ち
が
生
産
さ
れ

て
い
る
。

　
モ
チ
米
の
生
産

　
新
庄
村
水
稲
に
お
け

て
多
種
類
の
商
品
を
開
発
、

生
産
、販
売
さ
れ
て
い
る
。

メ
ル
ヘ
ン
の
里
新
庄
の
販
売

品
の
66
％
が
自
社
ブ
ラ
ン

ド
製
品
で
あ
り
利
益
率
が

高
い
。

　
米
粉
は
湿
度
等
に
左
右

さ
れ
管
理
が
難
し
い
。

　
経
営
理
念

　
品
質
管
理
を
徹
底
し
、餅

の
品
質
を
極
め
る
。常
に
新

製
品
の
開
発
に
努
め
る
。利

益
が
出
る
会
社
運
営
に
し

な
い
と
い
け
な
い
。

●
考 

察

　
新
庄
村
も
時
代
と
と

も
に
生
じ
る
課
題
に
対

応
し
、
加
工
場
の
建
設
、

増
設
、
道
の
駅
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
の
撤
退

に
よ
る
農
家
の
不
安
払

拭
す
べ
く
農
業
公
社
を

設
立
し
、
モ
チ
米
専
用

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
、
モ
チ
米
加
算
金

の
創
設
な
ど
を
行
っ
た
。

　
加
工
、
流
通
、
販
売

の
充
実
を
覚
悟
と
誇
り

を
持
っ
て
取
り
組
む
姿

勢
は
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
。

る
モ
チ
米
作
付
け
面
積
は

全
体
の
70
％
を
し
め
、肉
用

牛
の
有
機
堆
肥
を
使
用
し

生
産
し
て
い
る
。行
政
が
買

い
取
り
価
格
を
補
填
し
生

産
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
令
和
3
年
度
に
一
般
社
団

法
人
新
庄
村
農
業
公
社
を

設
立
し
6
年
度
に
は
、モ
チ

米
村
内
一
元
流
通
販
売
を
開

始
す
る
。

　
も
ち
の
生
産
工
場

　
平
成
4
年
J
A
跡
地
利

用
で
餅
専
用
加
工
場
建
設
、

14
年
第
２
加
工
場
を
建
設
、

令
和
6
年
第
3
加
工
場
建

設
予
定
。

　
販
路
開
拓
の
取
り
組
み

　
昭
和
61
年
よ
り
ふ
る
さ

と
小
包
で「
ひ
め
の
も
ち
」

取
り
扱
い
を
開
始
。
ま
た
、

特
別
村
民
を
募
集
し
年
2

回
特
産
品
を
送
付
し
て
い
る
。

　
平
成
14
年
よ
り
天
満
屋

に
て
歳
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開

始
。伝
統
の
4
人
づ
き
も
ち

で
の
P
R
等
。

　
新
製
品
の
開
発

　
行
政
の
支
援
事
業
を
活

用
し
、モ
チ
米
、米
粉
を
使
っ

岡
山
県 

新
庄
村
役
場

道
の
駅
が
い
せ
ん
桜
新
庄
宿

　
日
南
町
で
は
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
と
し
て
コ
メ
加
工
品
な
ど
、
米
を
使
っ

た
特
産
品
開
発
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
先
進
地
と
し
て
新
庄
村
の
ヒ
メ
ノ
モ

チ
を
使
っ
た
「
ヒ
メ
ノ
モ
チ
で
あ
ゆ
む
村

づ
く
り
」
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

行
政

視
察

ふるさと小包
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発
行
責
任
者

　
　
　
議
　
　
長
　
山
本
　
芳
昭

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
高
橋
　
洋
志

　
　
　
副
委
員
長
　
荒
金
　
敏
江

　
　
　
委
　
　
員
　
岡
本
　
健
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　〃
　　
　
岩
﨑
　
昭
男

　
　
　
　
　〃
　　
　
大
西
　
　
保

　
　
　
　
　〃
　　
　
近
藤
　
仁
志

編

集

後

記

　
９
月
定
例
会
は
、
５
年
度
の
決
算

審
査
及
び
６
年
度
の
補
正
予
算
等
を

審
議
す
る
た
め
、
会
期
が
長
く
議
員

も
執
行
部
も
緊
張
の
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
に
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
高
温
の
日

が
続
き
猛
暑
、
酷
暑
等
の
表
現
が
続

き
ま
し
た
。
熱
中
症
対
策
で
ク
ー

ラ
ー
等
、
電
気
を
積
極
的
に
使
用
す

る
よ
う
に
広
報
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

少
し
前
ま
で
電
力
需
要
が
逼
迫
す
る

た
め
に
節
電
を
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
原
発
が
再
稼
働
し
て
い

る
恩
恵
を
う
け
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
一
度
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
洋
志
　
記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
出
会
い
の
き
っ
か
け
は

誠
也
さ
ん
　
群
馬
県
高
崎
市
出
身
、
東

京
の
美
容
専
門
学
校
の
同
級
生
で
あ
っ

た
妻
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

あ
づ
さ
さ
ん
　
日
南
中
学
の
時
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
３
位
と
な
り
、

香
川
県
の
尽
誠
学
園
高
校
に
、
そ
の
後

夫
と
同
じ
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

卒
業
し
て
２
年
後
の
﹁
飲
み
会
﹂
で
、

意
気
投
合
し
付
き
合
い
が
始
ま
り
23
歳

の
時
に
結
婚
し
ま
し
た
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は

あ
づ
さ
さ
ん
　
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
こ

の
ま
ま
東
京
で
生
活
を
す
る
よ
り
、
子

ど
も
を
自
然
が
豊
か
な
環
境
で
育
て
た

い
と
の
思
い
が
夫
と
一
致
し
て
、
日
南

町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

お
ふ
た
り
の
仕
事
は

誠
也
さ
ん
　
最
初
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

通
い
ま
し
た
が
、
中
々
見
つ
か
ら
ず
大
変

困
り
ま
し
た
。
そ
の
後
知
り
合
い
の
方
の

紹
介
で
米
子
の
美
容
室
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
で
夜
遅
く
な
る
と

き
は
米
子
で
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。

あ
づ
さ
さ
ん
　
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
東

京
へ
行
っ
た
た
め
、
運
転
免
許
を
取
得

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
日
南
町
に
帰

っ
て
か
ら
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後

﹁
に
ち
な
ん
つ
な
で
﹂
さ
ん
に
パ
ー
ト

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
夫
の
休
日

が
月
曜
日
の
た
め
、
土
・
日
・
月
曜
日

の
３
日
間
を
休
日
と
し
て
会
社
に
配
慮

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
区
長
と
し
て

あ
づ
さ
さ
ん
　
夫
が
米
子
勤
務
で
夜
も

遅
い
の
で
、
私
が
生
山
９
区
︵
22
戸
︶

の
区
長
を
し
て
い
ま
す
。

　
夜
の
自
治
会
役
員
会
や
イ
ベ
ン
ト
準

備
等
自
治
会
事
業
が
沢
山
あ
り
大
変
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
何
と
か
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

町
へ
の
要
望
は

お
二
人
　
①
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
。

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
。

③
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
新
し
い
ア

パ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
。

　
今
住
ん
で
い
る
町
営
住
宅
は
古
く
、

風
呂
や
台
所
が
色
あ
せ
て
い
る
。
所
得

制
限
の
な
い
住
宅
を
造
っ
て
ほ
し
い
。

ひ
と
こ
と

あ
づ
さ
さ
ん
　
日
南
町
に
住
む
若
者
と

し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
移
住

し
活
躍
す
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
と
思
い
ま
す
。

お

　と

子
ど
も
を
自
然
豊
か
な
環
境
で
育
て
た
い

　宮
下 

誠
也
さ
ん
︑
あ
づ
さ
さ
ん
︑
央
橙
さ
ん
︵
生
山
︶

せ
い  

や

いつもカッ
ト

してくれて
ありがとう

♥


